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マルコ福音書の分析：3:13-6:13  
マルコ福音書の3章13節から6章13節までの段落は、イエス・キリストの働きと弟子たちへの導きを描写した
重要な部分です。この部分は、独特の「サンドイッチ構造」と呼ばれる構成で書かれていることが特徴で
す。サンドイッチ構造とは、物語の冒頭と結末に似たテーマが配置され、その間に別のエピソードが挟まれ
る形を指します。この分析では、外側のテーマと内側のエピソードがどのように関連し合い、神の国の福音
を表しているかを探ります。

サンドイッチ構造と全体の流れ  

この段落の冒頭、3章13節では、イエスが12人の弟子を選び、彼らに御言葉を教え、悪霊を追い出す権威を
与える場面が描かれています。しかし、その直後には、イエスの身内の者たちが彼を受け入れず、「気が
狂った」とさえ言うエピソードが続きます。物語は進み、再び弟子たちに焦点が戻り、6章7節でイエスが12
弟子を呼び集めて権威を与え、彼らを遣わす場面が登場します。そして最終的に、6章13節で弟子たちが「福
音を伝え、悔い改めを呼びかけ、多くの悪霊を追い出し、大勢の病人に油を塗って癒した」という成果で締
めくくられます。

このように、「弟子に権威を与える」というテーマと「身内の者が受け入れない」というテーマが繰り返さ
れ、並行して描かれています。具体的には以下のような流れです：

1. 弟子に権威を与える（3章13節-15節） イエスは12弟子を選び、彼らに教えを授け、悪霊を追い出す権
威を与えます。

2. 身内の不信仰（3章20節-21節、31節-35節） イエスの身内が彼を理解せず、受け入れない態度を示しま
す。

3. 再び弟子に権威を与える（6章7節-13節） イエスは12弟子を遣わし、彼らが福音を伝え、悪霊を追い出
し、病人を癒す働きをします。

この構造を通じて、イエスの権威とその弟子たちへの継承、そしてそれに対する人々の反応（信仰と不信
仰）が描かれています。

内側の3つのテーマ：教えと力ある技  

サンドイッチ構造の内側には、さらに3つの主要なテーマが含まれています。それは「教え（たとえ話）」
「悪霊の追い出し」「病人の癒し」です。これらは、イエスの知恵と力ある技（奇跡）を表し、神の国の到
来を示す出来事として描かれています。

1. 教え：たとえ話による知恵の伝達（4章1節-34節）  

イエスは多くのたとえ話を使って人々に神の国の真理を教えました。特に有名なのは「種まきのたとえ」
で、4つの異なる土地（道端、岩地、いばらの地、良い地）に種がまかれる話です。このたとえには解き明か
しが続き、御言葉を聞く人々の態度が神の国の実を結ぶかどうかを決定すると説明されます。
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さらに、「耳のある者は聞くがよい」という言葉が繰り返され、他の短いたとえ（灯台のたとえ、種の成長
のたとえ、からし種のたとえ）が組み合わされています。これらのたとえは、御言葉を受け入れる信仰ある
心が神の実を結ぶことを示しつつ、人々の「聞く力」に応じて語られた知恵を伝えています。つまり、イエ
スはたとえ話とその解き明かしを使い分け、聞く者の理解と信仰に応じた教えを授けているのです。

2. 力ある技（1）：悪霊の追い出し（4章35節-5章20節）  

次に、イエスの力ある技として悪霊の追い出しが描かれています。2つの主要なエピソードがあります：

嵐の中での出来事（4章35節-41節） イエスと弟子たちが舟で湖を渡る中、激しい嵐が起こります。弟
子たちは恐れ、「先生、私たちが死んでもいいのですか」と叫びますが、イエスは嵐を静めます。弟子
たちはイエスの力を前にして「この方は誰だろう」と疑い、不信仰を示します。
レギオンの悪霊（5章1節-20節） 墓場に住む「レギオン」という強力な悪霊に取りつかれた男が登場し
ます。誰も抑えられないこの悪霊を、イエスは一言で追い出し、2000頭もの豚の群れに移します。悪霊
から解放された男は信仰を示し、イエスに従いたいと願いますが、周囲の人々は驚きつつも不信仰な態
度を取り、イエスに去るよう求めます。

これらの場面では、弟子や人々の不信仰と、イエスの権威ある力が対比されています。悪霊でさえイエスを
「いと高き神の子」と認めざるを得ない一方、不信仰に囲まれた中で神の力が現れるのです。

3. 力ある技（2）：病人の癒し（5章21節-43節）  

病人の癒しに関するエピソードでは、2つの物語が絡み合って描かれています：

12年間出血を患う女性（5章25節-34節） 長年病に苦しむ女性が、イエスの着物に触れることで癒され
ます。彼女は恐れおののきながらも信仰を示し、イエスから「娘よ、あなたの信仰があなたを救った」
と言われます。
会堂管理者の娘（5章21節-24節、35節-43節） 会堂管理者の娘が重病で死に、イエスが嘲笑われます
が、彼は「恐れないで、ただ信じなさい」と励まし、少女を生き返らせます。周囲の人々は不信仰な驚
きを示しますが、信仰が癒しをもたらすことが強調されます。

これらの癒しは、不信仰な環境の中で信仰が試され、神の力が現れることを示しています。女性の12年間の
苦しみと少女の12歳という年齢がリンクし、イエスの権威が病と死さえも超えることを表しています。

信仰と不信仰の戦い、そして神の国の福音  

これらの教えと力ある技は、単なる奇跡や物語ではなく、神の国の福音を具体的に示すものです。イエスの
教えには権威があり、それが悪霊の追い出しや病人の癒しといった奇跡によって裏付けられています。しか
し、多くの人々がそれを受け入れず、不信仰な態度を取ります。一方で、信仰を示す者（悪霊から解放され
た男、出血の女性、会堂管理者）は救われ、神の国の実を結びます。

弟子たちにとって、この段落は重要な訓練の場でもあります。イエスは彼らに権威を与え、福音を伝え、悔
い改めを呼びかけ、悪霊を追い出し、病人を癒す働きを委ねました。彼らの不信仰や疑いが描かれる一方
で、イエスの導きによって信仰の戦いを戦い、神の国の到来を具体的に示す働きへと成長していく姿が示さ
れています。

結論：弟子たちに与えられた使命  
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マルコ福音書の3章13節から6章13節は、イエスの知恵（教え）と力ある技（奇跡）が一体となり、神の国の
福音を表す部分です。サンドイッチ構造を通じて、弟子たちに権威が与えられ、不信仰の中で信仰が試され
る様子が描かれています。最終的に、弟子たちはイエスの教えと力を受け継ぎ、福音を伝え、神の国の実を
結ぶ使命へと導かれます。この段落は、信仰に基づく戦いを通じて神の国が広がっていくことを示し、弟子
たちの働きと成長を強調するものなのです。
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